
1 

第１編 総論 
 

  第１章                  総則                             
 

第１節 目的 

 

１ 目的 

世界の恒久平和は、全人類の願い、八尾市民の願いであり、本市は非核・平和への願

いとたゆまぬ努力の誓いとして、昭和58年に「非核・平和都市宣言」を行った。 

八尾市は、「非核・平和都市宣言」の趣旨にのっとり、戦争のない平和な世界の実現

に向け、今後ともさまざまな活動に取り組んで行くとともに、住民の生命や身体、財産

の保護等住民の生活を守るため、万が一の事態に備え、あらゆる危機事象に対応した取

り組みをして行かなくてはならない。 

よって、この計画は、八尾市域において、武力攻撃・大規模テロ等から住民等の生命・

身体及び財産を保護し、住民生活・住民経済に及ぼす影響が最小となるよう、住民の避

難、避難住民等の救援、武力攻撃災害への対処などの国民保護措置等を的確かつ迅速に

実施できるようにすることを目的とする。 

 

２ 対象 

この計画は、八尾市域の住民はもとより、武力攻撃事態等の発生の際に、通勤、通学、

旅行などで市域に滞在する者や、市町村域を越えて本市域に避難してきた者も保護の対

象とする。また、それらの者について国籍を問わず保護の対象とする。 

 

 

第２節 武力攻撃事態対処法制 

 

１ 武力攻撃事態対処法 

平成15年６月、有事法制の基本法である武力攻撃事態等における我が国の平和と独立

並びに国及び国民の安全の確保に関する法律（武力攻撃事態対処法）が成立し施行され

た。この法律は、武力攻撃事態等が発生した場合の対処について定めたもので、基本理

念、国・地方公共団体の責務、対処手続などの基本的事項が規定されている。 
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２ 関連法制 

武力攻撃事態等の対処にあたっては、事態等の推移に応じ、事態等を終結させるため

の措置並びに国民を保護するための措置を実施することとされている。これらの措置の

適切かつ効果的な実施を目的として、武力攻撃事態対処法に定められた基本的な枠組み

に沿って以下のような関連法制が整備された。 

ⅰ 武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する法律（国民保護法） 

ⅱ 武力攻撃事態等におけるアメリカ合衆国の軍隊の行動に伴い我が国が実施する

措置に関する法律（米軍行動関連措置法） 

ⅲ 武力攻撃事態等における特定公共施設等の利用に関する法律（特定公共施設利

用法） 

ⅳ 国際人道法の重大な違反行為の処罰に関する法律（国際人道法違反処罰法） 

ⅴ 武力攻撃事態における外国軍用品等の海上輸送の規制に関する法律（海上輸送

規制法） 

ⅵ 武力攻撃事態における捕虜等の取扱いに関する法律（捕虜取扱い法） 

ⅶ 自衛隊法の一部を改正する法律 

 

このうち国民保護法は、武力攻撃事態等における国民の保護について、国、地方公共

団体、指定公共機関等の具体的な役割分担等を定めるとともに、避難、救援、武力攻撃

災害への対処等に関する措置等に関し必要な事項を定めたものである。 

また、関連する条約としては、ジュネーヴ諸条約のほか、1949年８月12日のジュネー

ヴ諸条約の国際的な武力紛争の犠牲者の保護に関する追加議定書（第一追加議定書）、

1949年８月12日のジュネーヴ諸条約の非国際的な武力紛争の犠牲者の保護に関する追加

議定書（第二追加議定書）がある。また、日本国の自衛隊とアメリカ合衆国軍隊との間

における後方支援、物品又は役務の相互の提供に関する日本国政府とアメリカ合衆国政

府との間の協定 （日米物品役務相互提供協定）がある。 
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《図：武力攻撃事態等への対処に関する法制》 

武 力 攻 撃 事 態 対 処 法

武力攻撃事態等の対処に関する基本的事項を規定 

事態対処法に定められた基本的な枠組みに沿って 
以下のような関連法制が整備 

 

 

国民の保護のための
法制 

国 民 保 護 法

住民の避難、避難住民等の救援、武力攻撃
災害への対処に関する措置などを規定 

武力紛争時における
非人道的行為の処罰
に関する法制 

交通及び通信の総合
的な調整等に関する
法制 

米軍・自衛隊の行動
の円滑化に関する法
制 

捕虜の取扱いに関す
る法制 

米 軍 行 動 関 連 措 置 法 

米軍の行動に伴い国が実施する行動関連措置
（自衛隊から米軍へ物品・役務の提供、米軍の
行動等を国民へ情報提供など）について規定 
地方公共団体等は、要請を受け、措置に協力 

改 正 自 衛 隊 法 

災害応急対策、在外邦人輸送等を行う米軍
に対する物品・役務の提供権限を新設 

海 上 輸 送 規 制 法

海上における外国の軍用品・軍隊の輸送を
規制するため、自衛隊が停船検査、回航措
置を実施 

特 定 公 共 施 設 利 用 法

特定公共施設等（港湾施設、飛行場施設、道路、
海域、空域及び電波）の利用を調整するため、
国対策本部長は、関係する地方公共団体の長等
の意見を聴いて利用指針を策定 

捕 虜 取 扱 い 法

捕虜等の人道的な待遇の確保、生命・身体・健
康・名誉の尊重、侵害・危難からの保護を行う
ため、捕虜等の拘束、抑留などの取扱いに関し
必要な事項を規定 

国 際 人 道 法 違 反 処 罰 法

ジュネーヴ諸条約等に規定する重大な違反
行為のうち刑法等で対応できない行為（重
要文化財破壊罪、捕虜送還遅延罪など）に
対する罰則を整備 

日米物品役務相互提供協定 
（ＡＣＳＡ）を改定 
分野：共同訓練、ＰＫＯ等、周辺事
態以外に、武力攻撃事態等、
国際貢献・大規模災害を追加 

内容：食料、燃料、通信設備など以
外に弾薬を追加 

国際人道法であるジュネーヴ条
約の追加議定書を締結 

ジュネーヴ四条約（１９４９） 
国家間の武力紛争時に発生する傷病
者や捕虜の人道的待遇、非人道的行
為の処罰等について規定（締結済） 
 
第一・第二追加議定書（１９７７） 
第二次世界大戦後の武力紛争の多様
化に対応して諸条約を補完・拡充 

改 正 安 全 保 障 会 議 設 置 法

武力攻撃事態等の対処基本方針などを審
議し首相へ答申 

改 正 自 衛 隊 法

防衛施設構築に関する規定、関係法律の
適用除外等を追加し、自衛隊の行動を円
滑化 
知事は、要請に基づき、防衛施設に必要
な土地を使用できる 
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第３節 国民保護措置等 

 

国民保護法では、武力攻撃等から国民の生命・身体及び財産を保護し、国民生活・国民

経済に及ぼす影響が最小となるよう、国や地方公共団体などは国民保護措置等を実施する

こととされている。 

武力攻撃等が発生した場合、国・府・市は、以下のような流れで、国民保護措置等を実

施することになる。《図：国民保護措置等の実施の流れ》 

「武力攻撃」（我が国に対する外部からの武力攻撃）や「武力攻撃に準ずる手段を用い

て多数の人を殺傷する行為等」（大規模テロ等）が発生すれば、まず国が、事態の認定や

事態対処の全般的な方針などを取りまとめた「対処基本方針」又は「緊急対処事態対処方

針」を閣議決定し、「武力攻撃事態等対策本部」又は「緊急対処事態対策本部」を設置す

るとともに、「国民保護対策本部」又は「緊急対処事態対策本部」を設置すべき地方公共

団体を指定する。 

これを受け、府、市は、「国民保護対策本部」等を設置し、国民保護計画に基づき、「国

民保護措置」又は「緊急対処保護措置」を実施する。 

「国民保護措置」又は「緊急対処保護措置」は、主として、住民の避難、避難住民等の

救援、武力攻撃災害への対処により構成されている。 

「避難」では、まず事態の発生に伴い、国が警報を発令し、府は市へ通知し、市が住民

へ伝達する。次に、国が要避難地域と避難先地域を定めるので、これを受けて、府は主な

避難経路と交通手段等を示し、市を通じて住民へ避難指示を行い、市が住民を避難誘導す

る。 

「救援」では、市は、府から指示を受け、又はこれを補助して、避難施設等において、

関係機関等の協力を得ながら、避難住民等に対し、水、食料や医療の提供などを行う。 

また、安否情報については、市が中心となって収集し、その情報を府は整理して国へ報

告を行い、住民等への提供は、市、府及び国が、個人情報の保護に十分留意し、実施する。 

「災害対処」では、市が消火活動などを行うとともに、府等と協力して、警戒区域を設

定し、立入制限などを行い、二次災害を防止する。 
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《図：国民保護措置等の実施の流れ》 

 
武 力 攻 撃 事 態 の 類 型 緊 急 対 処 事 態 の 事 態 例 

①着上陸侵攻 
②ゲリラや特殊部隊による攻撃 
③弾道ミサイル攻撃 
④航空攻撃 

①原子力施設の破壊、石油ｺﾝﾋﾞﾅｰﾄの爆破等 
②ターミナル駅や列車の爆破等 
③炭疽菌やサリンの大量散布等 
④航空機による自爆テロ等 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

対 処 基 本 方 針 等 （閣議決定） 

①事態の認定・認定の前提となった事実 
②事態対処に関する全般的な方針 
③対処措置に関する重要事項 

国民保護対策本部等を設置すべき地方公共団体の指定（閣議決定） 

武力攻撃事態等対策本部等（本部長：内閣総理大臣） 

①事態を終結させるための措置（攻撃排除措置、外交上の措置など） 
②国民を保護するための措置 

国   民   保   護   措   置   等 

避  難 救  援 武力攻撃災害対処 
 

警 報 避 難 食料・医療 安否情報 消 防 警戒区域 

国 

 
 
発 令 

 
 
措置指示 

 
 

救援指示 

 
 

国民へ提供 

 
 

(措置指示)  

府 

 
 
通 知 

 
 
避難指示 

 
関係者に提
供を要請 

 
国へ報告 
住民へ提供 

 
 

(措置指示) 

 
緊急の場合 
府も設定 

市 警報を住民
へ伝達 

住民を避難
誘導 

救援事務の
一部を実施 

収集・整理 
住民へ提供 

住民を火災
等から保護 

区域を設定し
立入制限等 

八尾市国民保護対策本部（本部長：市長） 

・組織＝助役、教育長、消防長ほか 
・所掌事務＝市が実施する市域に係る国民保護措置  

を総合的に推進 
住  民 

指定(地方)公共機関 

公 共 的 団 体 

他市町村対策本部要請 府 対 策 本 部 長 
連携 

指定（地方）公共機関

防 衛 大 臣

指定（地方）行政機関

協力 

措置要請 

協力 

府国民保護対策本部等（本部長：知事） 

府及び府域内の市町村・指定（地方）公共機関が実施する国民保護措置等を総合
的に推進 

八 尾 市 国 民 保 護 計 画

連携 

武力攻撃・大規模テロ等 
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第４節 国民保護計画 

 

１ 国民保護計画の策定の流れ 

国民保護措置等の実施にあたっては、国民保護計画をあらかじめ策定し、これに基づ

き実施することになっている。 

国民保護法では、計画策定のガイドラインとなる「国民の保護に関する基本指針（以

下、「国民保護基本指針」という。）を国が作成することになっており、平成17年３月

に閣議決定された。 

知事は、これに基づいて、平成18年１月、「大阪府国民保護計画」を策定した。 

また、府計画との整合性を確保するとともに、市町村の計画づくりが円滑に進むよう、

大阪府及び府内各ブロックから選出された８市で構成する「大阪府市町村国民保護研究

会」が設置され、消防庁の「市町村国民保護モデル計画」（平成18年１月作成）を踏ま

え、平成18年３月、「市町村国民保護計画（大阪府版基本モデル）」が作成された。 

八尾市長は、これらを踏まえ、「八尾市国民保護協議会」を設置し、諮問したうえで、

「八尾市国民保護計画」を策定する。 
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《図：国民保護計画の策定の流れ》 

武力攻撃事態対処法 (15年６月成立・施行) 

武力攻撃事態等への対処について、基本理念、国・地方公共団体等の責務、対処手続 

などの基本的事項を規定 

 

国民保護法 (16年６月成立・９月施行) 

武力攻撃等から国民の生命・身体・財産を保護し、国民生活・国民経済に及ぼす影響 

が最小となるよう、「国民保護措置等」を実施することを規定 

 

国民保護基本指針 (17年３月 閣議決定) 

国民保護措置等の実施に関する基本的方針、国民保護計画を作成する際の基準事項な 

どを規定 

 

大阪府国民保護計画(18年１月 策定) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

国民保護措置等の内容・実施方法・実施体制・関

係機関との連携などを定める 

 

･国民保護法に基づく諮問機関 

･市長を会長に関係機関等で構

成 

答申 
八尾市国民保護計画 八尾市国民保護協議会 

市町村国民保護計画（大阪府版基本モデル） 

（大阪府市町村国民保護研究会・平成 18年３月作成）

市町村国民保護モデル計画 

（消防庁・平成 18年１月作成） 

諮問 
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２ 八尾市国民保護計画 

(1) 計画の位置づけ 

市は、武力攻撃事態等において、国民保護法その他の法令、国民保護基本指針及び

国民保護計画に基づき、住民等の協力を得つつ、関係機関と連携協力し、自ら国民保

護措置等を的確かつ迅速に実施するとともに、市域において関係機関が実施する国民

保護措置等を総合的に推進する責務を有する。市長は、その責務にかんがみ、国民保

護法第35条及び第182条の規定に基づき、国民保護措置等を実施するための基本的な枠

組みを定めるものとして、八尾市国民保護計画を策定する。 

また、本計画策定後、別途具体的な実施手順等を定める「実施マニュアル（仮称）」

を作成するなどして、本計画に基づく措置を円滑に実施できるよう努める。なお、計

画や実施マニュアル（仮称）の作成にあたっては、「八尾市地域防災計画」や「八尾

市危機管理要綱」等に基づく取組みの蓄積をできる限り活用する。 

(2) 八尾市国民保護計画に定める事項 

八尾市国民保護計画においては、国民保護法第35条第２項各号に掲げる事項及び同

法第182条第２項に規定する事項について定める（具体的には次のとおり）。 

ⅰ 市域に係る国民保護措置の総合的な推進に関する事項 

ⅱ 市が実施する国民保護法第16条第１項及び第２項に規定する国民保護措置に

関する事項 

ⅲ 国民保護措置を実施するための訓練並びに物資及び資材の備蓄に関する事項 

ⅳ 国民保護措置を実施するための体制に関する事項 

ⅴ 国民保護措置の実施に関する他の地方公共団体その他の関係機関との連携に

関する事項 

ⅵ 緊急対処保護措置の実施に関し必要な事項 

ⅶ 前各号に掲げるもののほか、市域に係る国民保護措置等に関し市長が必要と

認める事項 

(3) 計画の作成・見直しと変更手続 

ア 八尾市国民保護計画の作成 

八尾市国民保護計画の作成にあたって、国民保護法第35条及び第39条第３項の規

定に基づき、次の手続等をとる。 

ⅰ 八尾市国民保護協議会に諮問する。 

ⅱ 指定行政機関の国民保護計画、府国民保護計画及び他の市町村の国民保護

計画との整合性を確保する。なお、他市町村と関係のある事項を定めるとき
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は、当該市町村長の意見を聴く。 

ⅲ 知事に協議する。 

ⅳ 八尾市議会に報告する。 

ⅴ 住民に公表する。 

イ 八尾市国民保護計画の見直し 

八尾市国民保護計画については、今後、国民保護措置等に係る研究成果や新たな

システムの構築、府計画の見直し、国民保護措置等についての訓練の検証結果等を

踏まえ、不断の見直しを行う。市国民保護計画の見直しにあたっては、市国民保護

協議会の意見を尊重するとともに、広く市民等関係者の意見を求める。 

ウ 八尾市国民保護計画の変更手続 

八尾市国民保護計画の変更にあたっては、国民保護法第39条第３項の規定に基づ

き、八尾市国民保護協議会に諮問の上、知事に協議し、市議会に報告し、公表する

など計画作成時と同様の手続をとる。 

ただし、国民保護法施行令で定める軽微な変更については、八尾市国民保護協議

会への諮問、知事への協議は行わない。 

エ 実施マニュアル（仮称）の作成等 

実施マニュアル（仮称）を作成・変更する場合には、関係機関と十分協議し、そ

の意見を尊重する。また、計画と同様、不断の見直しを行う。 

(4) 計画の作成又は変更に係る関係機関への協力要請 

市長は、計画の作成又は変更のために必要がある場合には、指定（地方）行政機関

の長、知事並びに指定（地方）公共機関及びその他の関係者に対して、資料又は情報

の提供、意見の陳述その他必要な協力を求める。 
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  第２章                 基本方針                              

 

市は、以下の事項を国民保護に関する基本方針とし、特にこれらの事項に留意して、国

民保護措置等を実施する。 

 

１ 基本的人権の尊重 

国民保護措置等の実施にあたっては、日本国憲法の保障する国民の自由と権利を最大

限に尊重することとし、国民の自由と権利に制限が加えられるときであっても、その制

限は必要最小限のものに限り、公正かつ適正な手続の下に行う。 

 

２ 国民の権利利益の迅速な救済 

国民保護措置等の実施に伴う損失補償、国民保護措置等に係る不服申立て又は訴訟そ

の他の国民の権利利益の救済に係る手続を、できる限り迅速に処理するよう努める。 

 

３ 国民に対する情報提供 

武力攻撃事態等においては、国民に対し、国民保護措置等に関する正確な情報を、適

時に、かつ、適切な方法で提供する。 

 

４ 関係機関相互の情報の共有化及び連携協力の確保 

国、府、近隣市町村並びに指定（地方）公共機関と平素から情報の共有化を図り、相

互の連携体制の整備に努める。 

 

５ 国民の協力 

国民保護措置等の実施のため必要があると認めるときは、国民保護法の規定により、

国民に対し、必要な援助について協力を要請する。この場合において、国民の協力は、

その自発的な意思にゆだねられるものであって、その要請にあたっては強制することの

ないよう留意する。 

また、避難や救援などにおいて国民の自発的協力が得られるよう、平素から広報･啓

発等に努める。 
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６ 指定（地方）公共機関の自主性の尊重その他の特別な配慮 

指定（地方）公共機関の国民保護措置等の実施方法については、当該機関が武力攻撃

事態等の状況に即して自主的に判断するものであることに留意する。 

また、日本赤十字社が実施する国民保護措置等については、その特性にかんがみ、そ

の自主性を尊重するとともに、放送事業者である指定（地方）公共機関が実施する国民

保護措置等については、放送の自律を保障することにより、その言論その他表現の自由

に特に配慮する。 

 

７ 高齢者、障害者、外国人等への配慮及び国際人道法の的確な実施 

国民保護措置等の実施にあたっては、高齢者、障害者、乳幼児、妊産婦、外国人その

他特に配慮を要する者の個性や生活状況に応じた、きめ細やかな保護について留意する。 

また、国民保護措置等を実施するにあたっては、国際的な武力紛争において適用され

る国際人道法の的確な実施を確保する。 

 

８ 国民保護措置等に従事する者等の安全の確保 

国民保護措置等に従事する者の安全の確保に十分に配慮する。 

また、要請に応じて国民保護措置等に協力する者に対しては、その内容に応じた安全

の確保に十分に配慮する。 

 

９ 地域防災計画等に基づく取組みの蓄積の活用 

武力攻撃事態等への対応については、自然災害・事故災害への対応と共通する部分が

多いことから、国民保護措置等の実施に際しては、地域防災計画その他の既存の計画等

に基づく取組みの蓄積を活用する。 

また、阪神・淡路大震災の経験と復興の過程で培ってきた様々な蓄積を活かしつつ、

消防団及び自主防災組織等の充実・活性化などに努めるとともに、ボランティアへの支

援を行うなど地域防災力のより一層の強化を図る。 
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  第３章           関係機関の責務と役割                        

 

第１節 関係機関の責務等 

 

国民保護措置等の実施主体である市及び国・府等の関係機関の責務等は、次のとおりで

ある。 

 

１ 国 

国は、その組織及び機能のすべてを挙げて自ら国民保護措置等を的確かつ迅速に実施

し、又は地方公共団体及び指定公共機関が実施する国民保護措置等を的確かつ迅速に支

援し、並びに国民保護措置等に関し国費による適切な措置を講ずること等により、国全

体として万全の態勢を整備するものとされている。 

 

２ 府 

府は、自ら住民に対する避難の指示、避難住民等の救援、武力攻撃災害への対処など

の国民保護措置等を的確かつ迅速に実施するとともに、府域において関係機関が実施す

る国民保護措置等を総合的に推進するものとされている。 

 

３ 市 

市は、自ら警報等の住民への伝達や避難誘導、避難住民等の救援、武力攻撃災害への

対処などの国民保護措置等を的確かつ迅速に実施するとともに、市域において関係機関

が実施する国民保護措置等を総合的に推進する。 

 

４ 消防本部 

消防本部は、武力攻撃災害への対処や被災者の捜索、救出及び患者搬送を行うととも

に、警報等の住民への伝達、避難住民の誘導などの措置を行う。 

 

５ 消防団 

  消防団は、市長の指揮の下、武力攻撃災害への対処を消防本部と協力して行うととも

に、警報等の住民への伝達、避難住民の誘導などの措置を他の関係機関と連携して行う。 
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６ 府警察 

府警察は、住民避難等のための交通規制を実施するとともに、市町村長等の要請に応

じて、避難住民の誘導や生活関連等施設の警備などの措置を行うものとされている。 

 

７ 第五管区海上保安本部等 

第五管区海上保安本部等は、船舶内に在る者への警報等の伝達や避難住民の誘導、武

力攻撃災害への対処などの措置を行うものとされている。 

 

８ 自衛隊 

自衛隊は、知事から避難住民の誘導、避難住民等の救援、武力攻撃災害への対処等の

国民保護措置等に関する要請を受けた場合で、防衛大臣が事態やむを得ないと認めると

き、その主たる任務である我が国に対する侵略を排除するための活動に支障が生じない

範囲で、可能な限り国民保護措置等を実施するものとされている。 

 

９ 指定（地方）公共機関 

指定（地方）公共機関は、国民保護法で定めるところにより、その業務について、国

民保護措置等を実施するものとされている。 

 

10 住民の協力 

市町村等は、国民保護法の規定により、①避難住民の誘導に必要な援助、②避難住民

等の救援に必要な援助、③消火、負傷者の搬送、被災者の救助その他の武力攻撃災害へ

の対処に関する措置に必要な援助、④保健衛生の確保に必要な援助について、安全性の

確保に配慮したうえで、自発的な協力が得られるよう要請することができることとされ

ている。 

 

 

第２節 関係機関の事務又は業務の大綱 

 

国民保護措置等に関し、府、市、指定地方行政機関及び指定（地方）公共機関は、おお

むね次に掲げる業務を処理する。 
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１ 地方公共団体 

機関の名称 事務又は業務の大綱 

府 

１ 国民保護計画の作成 

２ 国民保護協議会の設置、運営 

３ 国民保護対策本部及び緊急対処事態対策本部の設置、運営 

４ 組織の整備、訓練 

５ 警報の通知 

６ 住民に対する避難の指示、避難住民の誘導に関する措置、府の区域を

越える住民の避難に関する措置その他の住民の避難に関する措置の実施 

７ 救援の実施、安否情報の収集及び提供その他の避難住民等の救援に関

する措置の実施 

８ 武力攻撃災害の防除及び軽減、緊急通報の発令、退避の指示、警戒区

域の設定、立入制限区域の指定、保健衛生の確保、被災情報の収集その

他の武力攻撃災害への対処に関する措置の実施 

９ 生活関連物資等の価格の安定等のための措置その他の国民生活の安定

に関する措置の実施 

10 交通規制の実施 

11 武力攻撃災害の復旧に関する措置の実施 

市 

１ 国民保護計画の作成 

２ 国民保護協議会の設置、運営 

３ 国民保護対策本部及び緊急対処事態対策本部の設置、運営 

４ 組織の整備、訓練 

５ 警報の伝達、避難実施要領の策定、避難住民の誘導、関係機関の調整

その他の住民の避難に関する措置の実施 

６ 救援の実施、安否情報の収集及び提供その他の避難住民等の救援に関

する措置の実施 

７ 退避の指示、警戒区域の設定、消防、廃棄物の処理、被災情報の収集

その他の武力攻撃災害への対処に関する措置の実施 

８ 水の安定的な供給その他の国民生活の安定に関する措置の実施 

９ 武力攻撃災害の復旧に関する措置の実施 
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２ 指定地方行政機関 

機関の名称 事務又は業務の大綱 

近畿管区警察局 １ 管区内各府県警察の国民保護措置等及び相互援助の指導・

調整 

２ 他管区警察局との連携 

３ 管区内各府県警察及び関係機関等からの情報収集並びに報

告連絡 

４ 警察通信の確保及び統制 

大阪防衛施設局 １ 所管財産（周辺財産）の使用に関する連絡調整 

２ 米軍施設内通行等に関する連絡調整 

近畿総合通信局 １ 電気通信事業者・放送事業者への連絡調整 

２ 電波の監督管理、監視並びに無線の施設の設置及び使用の

規律に関すること 

３ 非常事態における重要通信の確保 

４ 非常通信協議会の指導育成 

近畿財務局 １ 地方公共団体に対する災害融資 

２ 金融機関に対する緊急措置の要請 

３ 普通財産の無償貸付 

４ 被災施設の復旧事業費の査定の立会 

大阪税関 １ 輸入物資の通関手続 

近畿厚生局 １ 救援等に係る情報の収集及び提供 

大阪労働局 １ 被災者の雇用対策 

近畿農政局 １ 武力攻撃災害対策用食料及び備蓄物資の確保 

２ 農業関連施設の応急復旧 

近畿中国森林管理局 １ 武力攻撃災害対策用復旧用資材の調達・供給 

近畿経済産業局 １ ライフライン（電気、ガス、工業用水道）の復旧対策 

２ 災害対策用物資の適正な価格による円滑な供給の確保 

３ 事業者（商工業等）の業務の正常な運営の確保 

中部近畿産業保安監督

部近畿支部 

１ 電気、火薬類、都市ガス、高圧ガス、液化石油ガス施設等

の保全 

２ 鉱山における災害時の応急対策 
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近畿地方整備局 １ 被災時における直轄河川、国道等の公共土木施設の応急復  

旧 

２ 港湾施設の使用に関する連絡調整 

３ 港湾施設の応急復旧 

近畿運輸局 １ 運送事業者への連絡調整 

２ 運送施設及び車両の安全保安 

大阪航空局 １ 飛行場使用に関する連絡調整 

２ 航空機の航行の安全確保 

大阪管区気象台 １ 気象状況の把握及び気象情報の提供 

第五管区 

海上保安本部 

 

１ 船舶内に在る者に対する警報及び避難措置の指示の伝達 

２ 海上における避難住民の誘導、秩序の維持及び安全の確保 

３ 生活関連等施設の安全確保にかかる立入制限区域の指定等 

４ 海上における警戒区域の設定等及び退避の指示 

５ 海上における消火活動及び被災者の救助・救急活動、その

他の武力攻撃災害への対処に関する措置 

近畿地方環境事務所 １ 有害物質等の発生等による汚染状況の情報収集及び提供 

２ 廃棄物処理施設等の被害状況、がれき等の廃棄物の発生量

の情報収集 

 

３ 指定（地方）公共機関 

機関の名称 事務又は業務の大綱 

災害研究機関 １ 武力攻撃災害に関する指導、助言等 

放送事業者(NHK、毎日放

送、朝日放送、関西テレ

ビ放送、読売テレビ放

送、テレビ大阪など) 

１ 警報及び避難の指示（警報の解除及び避難の指示の解除を

含む）の内容並びに緊急通報の内容の放送 

運送事業者(JR西日本、

近鉄、近鉄バス、日本通

運など) 

１ 避難住民の運送及び旅客の運送の確保 

２ 緊急物資の運送及び貨物の運送の確保 

電気通信事業者(NTT西

日本、NTTドコモ、KDDI、

１ 避難施設における電話その他の通信設備の臨時の設置にお

ける協力 
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日本テレコム、ソフトバ

ンクモバイルなど) 

２ 通信の確保及び国民保護措置等の実施に必要な通信の優先

的取扱い 

電気事業者 

(関西電力など) 

１ 電気の安定的な供給 

ガス事業者 

(大阪ガスなど) 

１ ガスの安定的な供給 

日本郵政公社 １ 郵便の確保 

一般信書便事業者 １ 信書便の確保 

病院その他の医療機関 １ 医療の確保 

河川管理施設、道路及び

空港の管理者 

１ 河川管理施設、道路及び空港の管理 

日本赤十字社 １ 救援への協力 

２ 外国人の安否情報の収集、整理及び回答 

日本銀行 １ 銀行券の発行並びに通貨及び金融の調節 

２ 銀行その他の金融機関の間で行われる資金決済の円滑の確

保を通じた信用秩序の維持 

社会福祉法人 

大阪府社会福祉協議会 

１ 要援護者支援等に対する協力 

２ ボランティア活動に関する協力 

財団法人 

大阪府消防協会 

１ 防災･防火思想の普及 

２ 消防団員の教養訓練 
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  第４章       市の地理的、社会的特徴                       

 

第１節 地形 

 

八尾市は大阪府の中央部にあって、東は生駒山系の稜線で奈良県に、西は大阪市に、北

は東大阪市に、南は柏原市、藤井寺市、松原市に接し、南西部は大和川に至る。面積は 41.71K

㎡である。 

本市の地形は、東部の生駒山地と西部の河内平野に大別される。 

 

１ 山地・平野・地質 

市域の東部は急峻な高安連峰をめぐらし、高安山（標高4 8 8   ｍ）を最高に標高4 0 0   ～4 5 0   

ｍの稜線が南北に連なっており、河内平野に面して斜度 40度以上の急斜面が発達してい

る。山麓部は段丘及び複合扇状地地形となっており、緩斜面で、土石流地形や地すべり

地形が見られる。 

 平野部は、旧大和川が形成した氾濫平野と自然堤防からなり、玉串川、楠根川、長瀬

川、平野川などは大和川が 1704 年に現在の位置に開削されるまでの旧河道である。平野

部の標高は５～10ｍ、その大半が市街化されている。 

地質は、生駒山地の花崗岩類、山麓沿いの段丘層、扇状地（沖積層）、楽音寺の大阪

層群及び平野部の沖積層で構成される。 

 生駒山地の花崗岩類は気候変動や地殻変動の影響を受けて深層風化が著しく、崩壊が

発生しやすい。 

 山麓部に分布する大阪層群は砂・礫・粘土で、段丘層は砂・礫で、扇状地は砂・礫・

粘土でそれぞれ構成されており、いずれもよく締まった地層である。 

 山麓部の土石流・崖錐等の地形は未固結な泥・砂・礫などで構成される沖積層の崩土

地盤である。 

 低地は泥・シルト・砂で構成される沖積層で、軟質地盤である。 

 

２ 河川 

河川は、市域南部に大和川が西に流れており、その分流の玉串川、楠根川、長瀬川、

平野川などは北西に流れている。市域東部の水を集めて北に流れる恩智川は寝屋川水系

を構成する。 

 

第２節 気候 
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気候は瀬戸内型気候に属し、気候は概して温暖で年平均気温 17.1℃、年間降水量 1,0

95.9mm、年平均風速 2.6ｍ (いずれの値も八尾市消防本部：八尾市高美町五丁目／H12

～H16 の平均値より)となっている。 

 

第３節 人口分布 

 

本市は、昭和 23年に５カ町村が合併して市制を施行し、同 30年、32年の合併・編入に

より現在の市域に至っている。 

本市の人口は、平成18年3月31日現在、人口274,119人、世帯数113,635世帯で人口規模は

大阪府内の市町村の８番目である。人口推移を見ると、市制施行時の昭和23年には64,431

人であったが、昭和30年代の高度経済成長期の人口・産業の都市集中により昭和44年には

207,361人と20万人を越えた。昭和45年以降、人口の増加傾向は微増となり、近年はほぼ横

ばいか微減の状況である。 

 

１ 常住人口 

  人口を行政区別にみると、最も多いのは本庁管内の60,159人で21.9％、次に山本地区

が58,503人で21.3％、以下龍華地区の34,054人(12.4％)、曙川地区の25,377人(9.3％)、

大正地区の21,333人(7.8％)、志紀地区の20,867人(7.6％)となっている。一方、最も少

ないのは、竹渕地区の7,157人(2.6％)である。 

  人口密度は、一平方キロあたり6,565人で、行政区別にみて人口密度が１万人を越える

のは、市中心部の本庁(11,182人)、龍華(10,576人)、山本(10,466人)の各地区であり、

少ないのは市東部の高安地区(1,165人)、南高安地区(3,444人)となっている。 

 

２ 昼間人口 

  八尾市の昼間人口は258,003人で、昼夜間人口比率(常住人口100人当たりの昼間人口

の割合)は93.9となっており、八尾市から通勤、通学で他市等へ流出する人口が73,405

人、他市等から流入する人口が56,631人となっている。 

 

３ 高齢者人口 

 八尾市の65歳以上の人口は、52,054人で、高齢化率（65歳以上の人口の占める割合）

は、19.0％となっている。（平成18年3月31日現在） 

 

４ 外国人登録者数 
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   八尾市の外国人登録者数(平成18年3月31日現在)は、7,415人で、全人口の2.7％とな

っている。これを国籍別(出身地)別にみると、最も多いのは、韓国・朝鮮で、4,611人

(62.2％)、次いで中国の1,455人(19.6％)、ベトナムの764人(10.3％)、フィリピンの160

人(2.2％)、ブラジルの140人(1.9％)などとなっている。 

 

第４節 道路の位置等 

 

 本市は、広域交通の大動脈となる大阪中央環状線沿いの西部地域と、中央部の地域及び

東側の生駒山地及び山麓一帯の東部地域に区分される。 

 西部地域は、交通の利便性を生かした都市活力ゾーンであり、工業地、住宅地等が広が

る。中央部の地域は、近鉄八尾駅周辺の中心市街地や近鉄山本駅周辺、ＪＲ八尾駅周辺な

どの都市核と住宅、商業・業務、工業地で構成される。東部地域は、農業と住宅が調和す

る田園住宅地域であるとともに、山地の自然の広がるゾーンである。 

 幹線道路は、南北軸として西側に大阪中央環状線・近畿自動車道が、東側に大阪外環状

線が通っており、東西軸は南側に国道 25号が通っている。これらの道路を軸として道路網

が形成されているが、主要な道路網となる都市計画道路については未整備の区間が多く、

住宅密集地における狭小な生活道路など、道路整備の課題は多い。 

  

１ 主な自動車専用道路 

  近畿自動車道天理吹田線が、市域の西側を東大阪市、大阪市のほぼ境界を南北に通り、

八尾インターチェンジ及び八尾料金所があり、1日平均の交通量は約4万3,000台(16年度、

八尾料金所北行き、旧日本道路公団関西支社資料)である。 

 

２ 主な一般道路 

  八尾市地域防災計画における広域緊急交通路としては、大阪中央環状線(府道)、国道

170号、国道25号、旧大阪中央環状線(府道)、大阪港八尾線(府道)があり、主な地域緊急

交通路としては、(旧)国道170号、八尾枚方線(府道)、八尾茨木線(府道)、八尾道明寺線

(府道)などがある。 

 

３ 自動車保有台数 

    市内の自動車保有台数(平成16年3月末現在、近畿運輸局大阪運輸支局及び市民税課資

料)は、約14万7,000台で、その主な内訳は、乗用車7万2,000台、軽自動車(四輪)2万7,000
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台、トラック1万4,000台、二輪自動車4,700台、原動機付自転車(125㏄以下)2万5,900台、

特殊用途車2,350台、バス140台等である。 

 

第５節 鉄道、空港の位置等 

 

１ 鉄道 

  鉄道は、近鉄大阪線、信貴線、ＪＲ大和路線(関西本線)、大阪市営地下鉄谷町線が通

っている。 

  各鉄道の利用状況、主な駅の乗客数(平成16年度、1日平均)をみると、まず近鉄の総

数は4万6,144人で、近鉄八尾駅1万7,490人、河内山本駅1万3,275人、高安駅6,596人、久

宝寺口3,266人、恩智駅2,872人で、次にJR西日本の総数は3万3,733人で、八尾駅1万3,192

人、志紀駅1万643人、久宝寺駅9,898人、地下鉄八尾南駅が約5,736人（平成10年度）で

ある。 

 

２ 空港 

  八尾市の南部に位置する八尾空港は、広さ約80万㎡の国土交通省が管理する第２種空

港で、130機の固定翼機やヘリコプタ－が駐留しており(平成16年1月1日、八尾空港事務

所資料)、小型航空機の基地としては我が国で最大の規模となっている。 

  空港内には、現在、国土交通省近畿地方整備局、大阪府・奈良県警察本部、大阪市消

防局の各航空隊及び陸上自衛隊八尾駐屯地の中部方面航空隊などの官公署があり、災害

救助、患者輸送、消防及び治安活動等を行っている。 

 阪神・淡路大震災時には、ヘリコプターによる航空偵察、人員・患者搬送、物資輸送

など、被災地の後方支援の基幹的な活動拠点として、重要な役割を果たした。 

民間の利用状況は、航空機を使用した事業を行っている航空会社が12社あり、不定期

航空運送事業のほか、宣伝広告、写真測量、遊覧飛行、建設協力、薬剤散布や操縦訓練

など幅広い産業航空活動を行っている。  

滑走路は、Ａ滑走路(長さ：1,490ｍ、幅：45ｍ)、Ｂ滑走路(長さ：1,200ｍ、幅：30 

ｍの2本で、管制取扱機数は年間約5万7,000機(平成16年)である。 

 

第６節 主な施設等 

 

１ 高層建築物 
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  市内の高さ31ｍを越える高層建築物は、34棟(平成17年3月末現在)で、階層別では、

15階が5棟、14階が9棟、13階が4棟、12階が6棟等となっている。 

 

２ 自衛隊所在部隊 

陸上自衛隊八尾駐屯地が八尾空港内にあり、中部方面航空隊本部、本部付隊、ヘリコ

プター隊、管制気象隊、航空野整備隊や第３飛行隊等が配置されている。 

自衛隊の重要な任務として位置付けられる山林火災、集中豪雨、地震等の災害派遣の

出動状況は次のとおりである。(八尾駐屯地広報班資料) 

 15年… 4件(山林火災)、16年…12件(山林火災5件・水害5件・地震2件) 

17年… 9件(山林火災8件・水害1件) 
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  第５章    八尾市国民保護計画が対象とする事態               

 

国民保護基本指針では、武力攻撃事態については４類型、緊急対処事態については４事

態例が、次のとおり想定されており、府計画においても、これら全てを対象としている。   

八尾市国民保護計画においては、これら全てを対象とし、その類型・事態例に応じた国

民保護措置等を実施するが、海外では大都市において大規模テロが多く発生していること、

大阪はヒト・モノ・情報が集まる大都市圏の要所であること、さらに、八尾市には自衛隊

の施設及び空港が存在することを踏まえ、特に、ゲリラ・特殊部隊による攻撃や緊急対処

事態に留意するものとする。 

なお、八尾市域における事態の想定については、今後も国や府からの情報等を踏まえ、

関係機関と連携して研究していく。 

 

第１節 武力攻撃事態 

 

１ 事態想定 

武力攻撃とは、我が国に対する外部からの武力攻撃を言い、武力攻撃事態とは、武力

攻撃が発生した事態又は発生する明白な危険が切迫していると認められるに至った事態

をいい、武力攻撃予測事態とは、武力攻撃事態には至っていないが、事態が緊迫し、武

力攻撃が予測されるに至った事態をいう。 

国民保護基本指針においては、武力攻撃事態として、次に掲げる４類型が示されてい

る。 

ⅰ 着上陸侵攻 

ⅱ ゲリラや特殊部隊による攻撃 

ⅲ 弾道ミサイル攻撃 

ⅳ 航空攻撃 

 

２ 各事態類型の特徴と留意点 

(1) 着上陸侵攻 

島国である我が国の領土を占領しようとする場合、海又は空から地上部隊などを上

陸又は着陸させる着上陸侵攻を行うことになるとされている。なお、着上陸侵攻の場

合、それに先立ち航空機や弾道ミサイルによる攻撃が実施される可能性が高いとされ

ている。 
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ア 攻撃目標となりやすい地域  

船舶により上陸を行う場合は、上陸用の小型船舶等が接岸容易な地形を有する沿

岸部が、航空機により侵攻部隊を投入する場合には、大型の輸送機が離着陸可能な

空港が存在する地域が目標となりやすいとされている。 

イ 想定される主な被害 

主として、爆弾、砲弾等による家屋、施設等の破壊、火災等が考えられ、石油コ

ンビナートなど、攻撃目標となる施設の種類によっては、二次被害の発生が想定さ

れている。 

ウ 被害の範囲、期間 

武力攻撃災害が広範囲にわたり、要避難地域が広範囲になるとともに、避難期間

も比較的長期に及ぶと想定されている。 

エ 事態の予測・察知 

攻撃国による船舶、戦闘機の集結の状況、進行方向等から、事前予測が可能であ

るとされている。 

オ 避難、救援、災害対処に係る留意点 

大規模な着上陸の場合は、広範囲にわたる武力攻撃災害が予想されるが、事前の

準備が可能であることから、戦闘が予想される地域から先行して広域避難させるこ

とが必要となるとされている。また、大都市における避難にあたっては、人口規模

に見合った避難のための交通手段及び受入施設の確保の観点から、多数の住民を遠

方に短期間で避難させることは極めて困難であるとされている。このことから、実

際に避難させる必要が生じた場合においては、国対策本部長の避難措置の指示及び

知事の避難の指示を踏まえ、対応する必要がある。 

(2) ゲリラや特殊部隊による攻撃 

ア 攻撃目標となりやすい地域 

都市部の政治経済の中枢、鉄道、橋りょう、ダム、原子力関連施設などに対する

注意が必要とされている。 

イ 想定される主な被害 

少人数のグループにより行われ、使用可能な武器も限定されることから、主な被

害としては、施設の破壊等が考えられるとされている。 

ウ 被害の範囲、期間 

被害は比較的狭い範囲に限定されるのが一般的であるが、攻撃目標となる施設の

種類によっては、二次被害の発生も想定され、被害の範囲が拡大するおそれがある
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とされている。 

エ 事態の予測・察知 

攻撃する者はその行動を秘匿するためあらゆる手段を使用することが想定される

ことから、事前にその活動を予測あるいは察知できず、突発的に被害が生ずること

も考えられるとされている。 

オ 避難、救援、災害対処に係る留意点 

ゲリラや特殊部隊の危害が住民に及ぶおそれがある地域においては、武力攻撃の

態様に応じて、攻撃当初は屋内に一時避難させ、その後関係機関が安全確保の措置

を講じつつ、適当な避難地に移動させるなど、適切な対応を行う必要がある。 

また、攻撃当初においては、住民の自主的な避難に頼らざるを得ないことも想定

されることから、平素から、住民に緊急時いかに対応すべきかについて問題意識を

持ってもらうことが必要である。 

なお、武力攻撃災害の兆候等を覚知した場合には、速やかに関係機関に通知する

とともに、必要に応じて、退避の指示、警戒区域の設定等の措置を講ずる必要があ

る。 

(3) 弾道ミサイル攻撃 

弾道ミサイルは、重量物を長距離にわたり投射することが可能であり、核、生物、

化学兵器などの大量破壊兵器の搭載も可能である。また、発射されると弾道軌道を描

いて飛翔し、高角度、高速で落下するなどの特徴を有しているとされている。 

ア 攻撃目標となりやすい地域 

攻撃目標を特定することは極めて困難であるとされている。 

イ 想定される主な被害 

通常弾頭の場合にはＮＢＣ弾頭の場合と比較して、被害は局限され、家屋、施設

等の破壊、火災等が考えられるとされている。 

ウ 被害の範囲、期間 

弾頭の種類（通常弾頭又はＮＢＣ弾頭）を着弾前に特定することは困難であり、

弾頭の種類に応じて、被害の様相及び対応が大きく異なるとされている。 

エ 事態の予測・察知 

発射の兆候を事前に察知した場合でも、発射された段階で攻撃目標を特定するこ

とは極めて困難であるとされている。 

オ 避難、救援、災害対処に係る留意点 

発射後極めて短時間で着弾することが予想されるため、迅速な情報伝達と適切な



26 

対応によって被害を局限化することが重要であり、避難や消火活動が中心となる。 

特に避難については、当初は、近傍のコンクリート造等の堅ろうな施設や地下街

等の地下施設など屋内に避難させ、着弾後に、被害状況を迅速に把握した上で、事

態の推移、被害の状況等に応じ、他の安全な地域へ避難させる必要がある。 

(4) 航空攻撃 

ア 攻撃目標となりやすい地域 

航空攻撃を行う側の意図及び弾薬の種類等により異なるが、その威力を最大限に

発揮することを攻撃側が意図すれば都市部が主要な目標となることも想定され、ま

た、ライフラインのインフラ施設などが目標となることもあり得るとされている。 

イ 想定される主な被害 

通常弾頭の場合には、家屋、施設等の破壊、火災等が考えられるとされている。 

ウ 被害の範囲、期間 

攻撃を行う側の意図が達成されるまで、繰り返し行われることも考えられるとさ

れている。 

エ 事態の予測・察知 

弾道ミサイル攻撃の場合に比べその兆候を察知することは比較的容易であるが、

対応の時間が少なく、また攻撃目標を特定することが困難であるとされている。 

オ 避難、救援、災害対処に係る留意点 

攻撃目標を早期に判定することは困難であることから、攻撃の目標地を限定せず

に屋内への避難等の措置を広範囲に実施する必要がある。生活関連等施設に対する

攻撃のおそれがある場合には、施設の安全確保、武力攻撃災害の発生、拡大の防止

等を実施する必要がある。 

 

第２節 緊急対処事態 

 

１ 事態想定 

緊急対処事態とは、武力攻撃の手段に準ずる手段を用いて多数の人を殺傷する行為が

発生した事態又は発生する明白な危険が切迫していると認められるに至った事態で、国

家として緊急に対処することが必要なものをいう。国民保護基本指針においては、緊急

対処事態として、次に掲げる４事態例が示されている。 

なお、緊急対処事態においては、武力攻撃事態のゲリラや特殊部隊による攻撃等にお

ける対処と類似の事態が想定されるとされている。 
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＜攻撃対象施設等による分類＞ 

ⅰ 危険性を内在する物質を有する施設等に対する攻撃が行われる事態 

ⅱ 多数の人が集合する施設、大量輸送機関等に対する攻撃が行われる事態 

＜攻撃手段による分類＞ 

ⅲ 多数の人を殺傷する特性を有する物質等による攻撃が行われる事態 

ⅳ 破壊の手段として交通機関を用いた攻撃等が行われる事態 

 

２ 各事態例と主な被害 

(1) 危険性を内在する物質を有する施設等に対する攻撃が行われる事態 

ア 原子力事業所等の破壊 

ⅰ 大量の放射性物質等が放出され、周辺住民が被ばくする。 

ⅱ 汚染された飲食物を摂取した住民が被ばくする。 

イ 石油コンビナート・可燃性ガス貯蔵施設等の爆破 

爆発及び火災の発生により住民に被害が発生するとともに、建物、ライフライン

等が被災し、社会経済活動に支障が生ずる。 

ウ 危険物積載船への攻撃 

危険物の拡散による沿岸住民への被害が発生するとともに、港湾及び航路の閉塞、

海洋資源の汚染等社会経済活動に支障が生ずる。 

エ ダムの破壊 

下流に及ぼす被害は多大なものとなる。 

(2) 多数の人が集合する施設、大量輸送機関等に対する攻撃が行われる事態 

ア 大規模集客施設、ターミナル駅、列車等の爆破 

爆破による人的被害が発生し、施設が崩壊した場合には人的被害は多大なものと

なる。 

(3) 多数の人を殺傷する特性を有する物質等による攻撃が行われる事態 

ア ダーティボム（爆薬と放射性物質を組み合わせた爆弾）等の爆発による放射能の

拡散 

ⅰ ダーティボムの爆発による被害は、爆弾の破片及び飛び散った物体による

被害並びに熱及び炎による被害等である。 

ⅱ ダーティボムの放射線によって正常な細胞機能が攪乱されると、後年、ガ

ンを発症することもある。 

ⅲ 小型核爆弾の特徴については、核兵器の特徴と同様である。（第１編第５
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章第３節参照） 

イ 炭疽菌等生物剤の航空機等による大量散布、水源地に対する毒素等の混入 

ⅰ 生物剤の特徴については、生物兵器の特徴と同様である。（第１編第５章

第３節参照） 

ⅱ 毒素の特徴については、化学兵器の特徴と類似している。（第１編第５章

第３節参照） 

ウ 市街地等におけるサリン等化学剤の大量散布 

化学剤の特徴については、化学兵器の特徴と同様である。（第１編第５章第３節

参照） 

(4) 破壊の手段として交通機関を用いた攻撃等が行われる事態 

航空機等による多数の死傷者を伴う自爆テロ・弾道ミサイル等の飛来 

ⅰ 主な被害は施設の破壊に伴う人的被害であり、施設の規模によって被害の大

きさが変わる。 

ⅱ 攻撃目標の施設が破壊された場合、周辺への被害も予想される。 

ⅲ 爆発、火災等の発生により住民に被害が発生するとともに、建物、ライフラ

イン等が被災し、社会経済活動に支障が生ずる。 

 

第３節 ＮＢＣ兵器による攻撃 

 

武力攻撃事態においても、緊急対処事態においても、ＮＢＣ〔Nuclear(核)・Biological(生

物)・Chemical(化学)〕兵器等を用いて攻撃された場合、特殊な対応が必要となることから、

国民保護基本指針において示されている以下の想定される被害と留意点を踏まえ、国民保

護措置等を実施する。なお、実施にあたっては、国民保護措置等に従事する者に、防護服

を着用させるなど、安全を確保するための措置を講じるものとする。 

 

１ 核兵器等を用いた攻撃 

(1) 想定される被害 

ア 核兵器を用いた攻撃（以下「核攻撃」という。）による被害は、当初は①核爆発

に伴う熱線、爆風及び初期核放射線の発生によって、その後は、②放射性降下物（爆

発時に生じた放射能をもった灰）や③中性子誘導放射能（初期核放射線を吸収した

建築物や土壌から発する放射線）による残留放射線によって生ずる。 

イ ①（熱線、爆風など）及び③（中性子誘導放射能）は、爆心地周辺において、物
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質の燃焼、建造物の破壊、放射能汚染などの被害をもたらす。 

②（放射性降下物）は、爆心地付近から降下し始め、逐次風下方向に拡散、降下

して、広範囲に、外部被ばく（放射性降下物の皮膚付着による被ばく）や内部被ば

く（放射性降下物の吸飲や汚染された水・食料の摂取による被ばく）による、放射

線障害などの被害をもたらす。 

(2) 避難、救援、災害対処に係る留意点 

ア 核爆発に伴う熱線、爆風等による直接の被害を受ける地域については、攻撃当初

の段階は、爆心地周辺から直ちに離れ、地下施設等に避難し、一定時間経過後、放

射線の影響を受けない安全な地域に避難させる必要がある。 

イ 核爆発に伴う熱線、爆風等による直接の被害は受けないものの、放射性降下物か

らの放射線による被害を受けるおそれがある地域については、放射線の影響を受け

ない安全な地域に避難させる必要がある。 

ウ 放射性降下物による外部被ばくを最小限に抑えるため、風下を避けて、できる限

り、爆心地から遠くへ避難させるものとし、その際には、汚染されていないタオル

等による口及び鼻の保護や、手袋、帽子、雨ガッパ等の着用により、放射性降下物

による外部被ばくを抑制するほか、汚染された疑いのある水や食物の摂取を避ける。 

エ 汚染地域への立入制限を確実に行い、避難の誘導や医療にあたる要員の被ばく管

理を適切にすることが重要である。 

オ 医療の提供に関しては、熱線による熱傷や放射線障害等、核兵器特有の傷病に対

応する必要がある。 

また、放射性ヨウ素による体内汚染が予想されるときは、安定ヨウ素剤の服用等

により内部被ばくの低減に努める必要がある。 

カ ダーティボムは、核兵器に比して小規模ではあるが、爆薬による爆発の被害と放

射能による被害をもたらすことから、攻撃場所から直ちに離れ、できるだけ近傍の

地下施設等に避難させる必要がある。 

 

２ 生物兵器を用いた攻撃 

(1) 想定される被害 

ア 生物剤は、人に知られることなく散布することが可能であり、また発症するまで

の潜伏期間に感染者が移動することにより、生物剤が散布されたと判明したときに

は、既に被害が拡大している可能性がある。 

イ 生物剤による被害は使用される生物剤の特性、特にヒトからヒトへの感染力、ワ
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クチンの有無、既に知られている生物剤か否か等により被害の範囲が異なるが、ヒ

トを媒体とする生物剤による攻撃が行われた場合には、二次感染により被害が拡大

することが考えられる。 

(2) 避難、救援、災害対処に係る留意点 

ア 生物剤による攻撃が行われた場合又はそのおそれがある場合は、攻撃が行われた

場所又はそのおそれがある場所から直ちに離れ、外気からの密閉性の高い屋内の部

屋又は感染のおそれのない安全な地域に避難する必要がある。 

イ ヒトや動物を媒体とする生物剤による攻撃が行われた場合は、攻撃が行われた時

期、場所等の特定が通常困難であり、関係機関は、住民を避難させるのではなく、

感染者を入院させて治療するなどの措置を講ずる必要がある。 

ウ 厚生労働省を中心とした一元的情報収集、データ解析等サーベイランス（疾病監

視）により、感染源及び汚染地域を特定し、感染源となった病原体の特性に応じた、

医療活動、まん延防止を行うことが重要である。 

 

３ 化学兵器を用いた攻撃 

(1) 想定される被害 

化学剤は、地形・気象等の影響を受けて、風下方向に拡散し、空気より重いサリン

等の神経剤は地面をはうように広がる。また、特有のにおいがあるもの、無臭のもの

等、その性質は化学剤の種類によって異なり、被害の範囲も一様ではない。 

(2) 避難、救援、災害対処に係る留意点 

ア 化学剤による攻撃が行われた場合又はそのおそれがある場合は、攻撃が行われた

場所又はそのおそれがある場所から直ちに離れ、外気からの密閉性の高い屋内の部

屋又は風上の高台など汚染のおそれのない安全な地域に避難させる必要がある。 

イ 原因物質の検知及び汚染地域の特定又は予測を適切に行い、的確な避難措置を講

ずるとともに、汚染者については、可能な限り除染し、原因物質の特性に応じた救

急医療を行うことが必要となる。 

ウ 化学剤は、そのままでは分解・消滅しないため、汚染された地域を除染して、当

該地域から原因物質を取り除く必要がある。 
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《 表： 事 態 想 定 の 特 徴 と 留 意 点 》 
特        徴 留    意    点 

 
攻撃目標となりやすい地域 想定される被害 

措置を実施すべき地域 
（要避難地域の範囲） 

予測・察知 避難に係る留意点 救援に係る留意点 
災害対処に係る留
意点 

 
そ の 他 
 

着上陸侵攻 

小型船舶等が接岸容易な
沿岸部 
大型輸送機が離着陸可能
な空港がある地域 

爆弾等による家屋・施設の破壊・火災 
→危険物保有施設の爆破 

広範囲 
予測・察知は可能 
（予測事態あり） 
→時間的余裕あり 

・事前の準備可能（時間的余裕あり） 
・戦闘が予測される地域から先行して広
域避難 
・避難の期間が比較的長期 

  
・攻撃終結後の復
旧が課題 

ゲリラ・ 
特殊部隊 
  による攻撃 

都市部の政治経済の中枢 

鉄道、橋りょう、ダム、原子力関連施設など
の破壊 
→多数利用施設爆破 
危険物保有施設爆破 
ダーティボムの使用 

比較的狭い範囲 

事前に予測・察知
できず突発的に発
生するケースあり 
→時間的余裕なし 

・攻撃当初は屋内に一時避難 
移動の安全が確認された後、適当な避
難地に移動（状況が推移することから、
今後の予測等を踏まえ避難指示・誘
導） 
・ダーティボムの場合→攻撃場所から直
ちに離れ、できるだけ近傍の地下施設
等へ避難 

 

・災害の兆候等を
覚知した場合 
→緊急通報の発 
 令 
退避の指示 
警戒区域の設 
定 

 

 

弾道ミサイル 
攻撃 

攻撃目標を特定すること
は極めて困難 

弾頭の種類（通常弾頭かＮＢＣ弾頭か）によ
って被害の様相は大きく異なる（着弾前の特
定は困難） 
通常弾頭の場合→家屋・施設の破壊・火災 

弾頭の種類により異な
る 
通常弾頭の場合 
→局地的 
ＮＢＣ弾頭の場合 
→広範囲 

事前に察知できて
も、攻撃目標を特
定することは極め
て困難 
極めて短時間で着
弾 
→時間的余裕なし 

・当初は、直ちに近傍の屋内施設（コン
クリート造り等の堅ろうな施設や地下
施設）へ避難 
・着弾後は、弾頭の種類に応じた避難 
 

 

 
・通常弾頭の場合 
→消火活動 

 

 

航 空 攻 撃 

 

攻撃目標を特定すること
は困難 
都市部が主要な攻撃目標
になることも想定 

ライフライン等のインフラ施設等への攻撃 
通常爆弾の場合→家屋・施設の破壊・火災 

広範囲 
事前の察知は比較
的容易 
→時間的余裕なし 

・屋内への避難を広範囲に指示 
（弾道ミサイルと同じ） 

 

・生活関連等施設
の安全確保 
・災害発生・拡大
の防止措置 

・繰り返し攻撃さ
れる可能性あり 

核兵器等を用い
た攻撃 

 

 
<攻撃当初> 
→①核爆発に伴う熱線、爆風、初期核放

射線 
        ↓ 
物質の燃焼、建造物の破壊、放射能汚染 

<その後> 
→残留放射線（②放射性降下物、③中性
子誘導放射能）           

         ↓ 
外部被ばく（放射線降下物が皮膚に付着） 
 内部被ばく（汚染された飲料水・食物を摂
取） 

 
①局地的（爆心地周辺） 
 
②広範囲（爆心地付近
～風下地域）   
 
③局地的（爆心地周辺） 
  
 

 

①の被害を受ける地域→ 
Ａ当初は爆心地周辺から直ちに離れ、地
下施設、コンクリート施設等への屋内
避難 
Ｂ一定時間経過後、安全な地域へ避難。
その際、風下を避け、できる限り、爆
心地から遠くへ避難 
①の被害は受けないものの②の被害を受
ける地域→Ｂ 
・外部被ばくの抑制 
タオル等で口・鼻を保護（手袋、帽子、
ゴーグル、雨カッパを着用） 
・内部被ばくの抑制 
汚染された疑いのある水や食料の摂取
は避ける 

 
・放射線障害に対
する医療 
→安定ヨウ素剤
の服用（内部
被 ば く の 低
減） 

 
・汚染地域への立
入制限 

 
・避難誘導や医療
にあたる要員の
被ばく管理（防
護服の着用等） 

生物兵器を 
用いた攻撃 

 

 
生物剤の特性（特に感染力）、ワクチンの有
無、 
既知の生物剤か否か等により被害の範囲が異
なる 

 
広範囲（攻撃場所の特
定は困難） 

 
潜伏期間を経て発
症後に判明する可
能性あり（攻撃時
期の特定は困難） 

・攻撃場所から直ちに離れ、外気から密
閉性の高い屋内の部屋又は感染のおそ
れのない安全な地域に避難するよう指
示する 
・ヒトや動物を媒体とする生物剤による
攻撃の場合、住民を避難させるのでは
なく、感染者を入院させ治療する 

・サーベイランス
（疾病監視）に
より感染源・汚
染地域の特定、
病原体特性に応
じた医療活動、
まん延防止 

  

 
化学兵器を 
用いた攻撃 
 

 

 
一般的に風下方向に拡張し、空気より重い 
神経剤（例：サリン）は地面をはうように広
がる。 

  

・攻撃場所から直ちに離れ、外気からの
密閉性の高い屋内の部屋又は風上の高
台等汚染のおそれのない安全な地域に
誘導 

・汚染者の除染 
・原因物質の特性
に応じた救急医
療 

・原因物質の検知、
汚染地域の特定 
・予測 
・汚染地域の除染 
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  第６章            緊急対処事態への対処                 

 

第１節 基本的事項 

 

緊急対処事態及び緊急対処保護措置に関しては、国民保護法第172条から182条までの

規定により、基本的な事項が定められている他、第183条の規定により、武力攻撃事態及

び国民保護措置に関する規定が準用されることとなる。 

また、緊急対処事態は、原則として、武力攻撃事態等におけるゲリラや特殊部隊によ

る攻撃等と類似の事態が想定されるため、市は、緊急対処事態対策本部の設置や緊急対

処保護措置の実施などの緊急対処事態への対処については、警報の伝達及び通知に関し

て、特別な対応を行う事項を除き、武力攻撃事態等への対処に準じて行う。 

 

第２節 緊急対処事態対策本部 

 

市は、緊急対処事態においては、緊急対処事態対策本部を設置し、緊急対処事態対処

方針に基づき、自ら緊急対処保護措置を的確かつ迅速に実施するとともに、関係機関の

実施する緊急対処保護措置を総合的に推進する。 

 

第３節 緊急対処保護措置の実施 

 

１ 緊急対処保護措置の実施に関する基本的事項 

緊急対処事態における緊急対処保護措置については、本計画第２編以下に定める武

力攻撃事態等における国民保護措置に準じて実施するものとし、その際の主な用語の

読み替えは、次表のとおりとする。 

武力攻撃事態 緊急対処事態 

国民保護措置 緊急対処保護措置 

武力攻撃災害 緊急対処事態における災害 

国民保護対策本部(長) 緊急対処事態対策本部(長) 

武力攻撃 緊急対処事態における攻撃 

対処基本方針 緊急対処事態対処方針 
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２ 緊急対処事態における警報 

(1) 国対策本部長は、緊急対処事態における攻撃の被害又はその影響の及ぶ範囲を勘

案して、当該緊急対処事態における攻撃に係る警報の伝達・通知の対象となる地域

の範囲を決定し、この地域に対して警報を発令するとされている。 

(2) 市長は、知事から警報の通知を受けたときは、国対策本部長が決定する警報の伝

達・通知の対象となる地域の範囲を踏まえ、警報を伝達、通知すべき関係機関（対

象地域を管轄する機関、対象地域に所在する施設の管理者など）に対し、警報の内

容を伝達、通知する。 

(3) 緊急対処事態における警報の伝達、通知、解除等については、上記によるほか、

本計画第２編第２章に定める警報に準じて、これを行う。 


